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2人に１人（55％）

Vol.36
ま
す
ま
す
上
が
る
大
学
の
学
費
。
２
０
２
３
年
度
の
大
学

の
初
年
度
納
付
金
の
平
均
額
（
授
業
料
・
入
学
金
の
合
計
）

は
、
国
立
が
約
81
万
円
、
私
立
大
学
は
約
１
２
０
万
円
。
こ

の
30
年
間
で
、
国
立
私
立
共
に
は
約
１・３
倍
に
な
っ
た
（
文

部
科
学
省
デ
ー
タ
よ
り
）。
し
か
し
、
バ
ブ
ル
が
崩
壊
し
た

１
９
９
０
年
以
降
、
日
本
の
景
気
は
低
迷
し
賃
金
は
ほ
と
ん

ど
上
が
ら
ず
、
近
年
そ
こ
に
物
価
高
が
追
い
討
ち
を
か
け
る

中
で
、
奨
学
金
を
受
給
す
る
学
生
は
ま
す
ま
す
増
加
。
日

本
学
生
支
援
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
）
の
「
令
和
４
年
度 

学

生
生
活
調
査
」
に
よ
る
と
、
奨
学
金
を
受
給
し
て
い
る
学
生

の
割
合
は
、
大
学
（
昼
間
部
）
で
55・０
％
、
短
期
大
学
（
昼

間
部
）
で
61
・
５
％
、
大
学
院
修
士
課
程
で
51
・
０
％
、
大

学
院
博
士
課
程
で
58
・
９
％
に
達
し
て
い
る
（
図
1
）。
つ

ま
り
今
や
大
学
生
の
2
人
に
1
人
が
奨
学
金
を
受
給
す
る
時

代
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
海
外
で
は
「
奨
学
金
」
と
い
え
ば

返
済
の
必
要
が
な
い
給
付
を
意
味
す
る
が
、
日
本
で
は
そ
の

多
く
が
い
わ
ゆ
る
教
育
ロ
ー
ン
で
、
金
利
負
担
も
あ
る
た
め

返
済
に
苦
労
し
て
い
る
人
も
多
い
と
い
う
。

労
働
者
福
祉
中
央
協
議
会
の
調
査
（
22
年
）
に
よ
る
と
、

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
の
奨
学
金
利
用
者
の
借
入
総
額
は
３
１
０
万
円

で
、
毎
月
の
返
済
額
は
約
1
・
５
万
円
、
返
済
期
間
は
約

14
・
５
年
（
共
に
平
均
）。
毎
月
の
返
済
を
負
担
に
感
じ
る

人
の
割
合
は
44・５
％
と
半
数
弱
を
占
め
、「
か
な
り
苦
し
い
」

は
４
年
前
の
前
回
調
査
よ
り
7
ポ
イ
ン
ト
増
え
て
い
る
こ
と

も
注
目
さ
れ
る
（
図
2
）。

こ
う
し
た
学
生
の
奨
学
金
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
文

部
科
学
省
は
２
０
２
０
年
か
ら
年
収
約
２
７
０
万
円
ま
で

の
低
所
得
層
を
対
象
に
大
学
の
入
学
金
・
授
業
料
な
ど
を

全
て
無
償
化
し
、
年
収
約
３
８
０
万
円
ま
で
は
授
業
料
の
一

部
を
免
除
す
る
「
高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度
」
を
ス

タ
ー
ト
し
た
。
さ
ら
に
、
25
年
度
か
ら
、
年
収
４
０
０
〜

７
０
０
万
円
程
度
の
中
間
所
得
層
の
支
援
を
目
的
に
、
所
得

制
限
な
し
で
多
子
世
帯
（
３
人
以
上
の
子
ど
も
を
扶
養
）
を

対
象
に
入
学
金
・
授
業
料
を
無
償
化
し
、
私
立
理
工
農
系
学

部
に
進
ん
だ
学
生
を
支
援
（
文
系
と
の
差
額
分
を
給
付
）
す

る
と
発
表
し
て
い
る
。
し
か
し
、
多
子
世
帯
支
援
は
第
１
子

が
就
職
し
た
ら
、
第
２
子
以
降
は
無
償
化
の
対
象
外
だ
っ
た

り
、
理
系
進
学
支
援
に
関
し
て
は
所
得
制
限
が
あ
っ
た
り
な

ど
不
十
分
と
感
じ
ら
れ
る
点
も
多
く
、
中
間
所
得
層
の
子
育

て
家
庭
に
大
き
な
恩
恵
を
も
た
ら
す
と
は
言
い
難
い
。

そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
修
学
支
援
制
度
を
拡
充
す
る
上
で
提

案
し
た
い
の
が
、
毎
年
約
３
０
０
０
億
円
も
ば
ら
ま
か
れ
て

い
る
私
学
助
成
金
の
予
算
を
大
幅
に
カ
ッ
ト
し
、
そ
れ
を
返

済
不
要
の
給
付
型
奨
学
金
の
原
資
に
す
る
こ
と
だ
。
こ
の
こ

と
に
よ
っ
て
補
助
金
依
存
率
の
高
い
、
い
わ
ゆ
る
Ｆ
ラ
ン
大

学
が
多
数
淘
汰
さ
れ
る
な
ど
社
会
的
な
影
響
は
大
き
い
か
も

し
れ
な
い
。
た
だ
、
全
く
勉
強
し
な
く
て
も
入
学
で
き
る
低

レ
ベ
ル
の
大
学
に
血
税
を
注
ぎ
込
む
よ
り
、
勉
強
し
た
い
と

い
う
意
欲
の
あ
る
学
生
に
返
済
不
要
の
奨
学
金
を
渡
す
方
が

健
全
だ
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
既
得
権
益
化
し

た
補
助
金
制
度
や
政
官
学
の
癒
着
の
構
造
を
打
破
す
る
こ
と

は
容
易
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
人
口
減
少
が
加
速
し
、

日
本
の
国
力
が
ま
す
ま
す
低
下
す
る
中
、
将
来
社
会
を
見
据

え
た
高
等
教
育
改
革
は
待
っ
た
な
し
だ
と
思
わ
れ
る
。
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毎月の返済額は約1.5万円、 
返済期間は約14.5年（共に平均）

奨学金を受給
する大学生

（昼間部）

2
0
2
5
年
度
か
ら
修
学
支
援
制
度
が

多
子
世
帯
や
理
工
農
系
進
学
者
に
拡
大

【図1】奨学金を受給している学生の割合

【図2】返済の負担感

出典：日本学生支援機構「令和4年度 学生生活調査」

出典：「奨学金や教育費負担に関するアンケート報告書」労働者福祉中央協議会 
（2022年9月実施）

苦しい計余裕がある 何とかなっている 少し苦しい かなり苦しい 件数


